
現状の「合法木材」の括り方

Ji持続可能性配慮

JLIA



ガイドラインに基づく「合法性証明木材」の過去輸入実績推移

JLIA

過去、木材輸入量は漸減傾向、JLIAシェアは全
国の53％主に大企業・大手需要家が中心過去

2015年以降、証明材比率は横ばい推移、証明努
力は続けられているが、単純な素材輸入の割合
が減り、加工度の高い複雑なサプライチェーン
商品の輸入割合が近年増えている過去

30%近くの「非証明材」の多くはCW法上で言
う追加的措置（DD)で合法性確認できるものも
多いが、最終、出来ないものの扱いに苦慮過去

ガイドラインに基づく「合法性証明基準」は明
確だが、CW法で言う「合法性確認(判断)基準」
が曖昧で、事業者の判断任せになっている過去

ガイドラインに基づく「団体認定制度」とCW
法の運用が二重制度となっており、事業者にと
り極めて煩雑で負荷が大きい、将来の制度の一
本化の要望が多い

( Unit: 1,000m3 )

JLIAシェア 53%



「合法木材」ヒエラルキー（ピラミッド）

JLIA
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